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ずしも外周溝は低い方に向けて開口してはいなかったため、

排水溝とは異なる使われ方をしていたのではないかと考えた

が、機能の特定には至らなかった。 
 次に、掘立部分の機能を考察した。掘立部分からは遺物や

どのように使用されてい

た
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イ
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「カア＝アブ＝トレイハ西遺跡出土の台石について」 

 カア＝アブ＝トレイハ西遺跡（以下QATW

分析

構の台石の出土点数から、台石の使用方法を考

ー

火の痕跡等の手がかりが出ていないために、依然として本格

的な研究はされていない状態である。そこで、本論文では①

まず遺跡別に全住居における掘立付随率を明らかにした上で、

時代背景と照らし合わせて機能を想定し、②その想定を裏付

けるために、掘立付随率が高い遺跡と低い遺跡との、出土品

や検出遺構の比較を行った。その結果、①では掘立付随住居

が建てられた時期は津軽地方において安定した農業社会が営

まれた時期と重なることが判明し、掘立部分は農業に関する

遺構であったのではないかと推測することができた。②では

付随率の高い野尻遺跡では農耕関連遺構や農具が検出され、

付随率の低い山元遺跡では鍛冶関連遺構や大量の鉄製品が検

出されたことから、やはり掘立部分は農業に関連していたの

ではないかという結論に至った。 
農業に関した遺構として具体的に

かという点に関しては、地面から活動の痕跡が検出されな

かったこと、外周溝が掘立部分まで届かず地面に水が浸入す

る可能性のある遺構が検出されていること、勾配が急で地面

をそのまま床面として使うには不都合であろう遺跡からも掘

立部分が検出されたことから、高床式倉庫であった可能性を

想定したが、証拠が無いために決定することはできなかった。 
 

現された

物である。イルカはギリシアの神々、特に水域の神々の眷

属であった。時代が下るにつれて、イルカはその形態を変化

させていった。特に、ヘレニズム時代から、ローマ時代にか

けての形態の変化は著しく、とても実際の動物とは思えない

空想上の動物となる。それに伴い、イルカが表現された場面

にも変化が生じる。何故このようにイルカは形態を変化させ、

表現される場面にも変化が生じたのか、そして古代地中海世

界におけるイルカが、人々にとってどのような存在であった

かについて述べていくのが本稿の目的である。 
 そのために、アルカイック時代からローマ時代

作品を収集し、その作品を年代別に並べ、なおかつそのイル

カの表現される場面を区別して図像分析を試みた。その結果、

時代ごとにイルカの形態が変化し、その表現される場面も変

化することがわかった。 
アルカイック時代のイル

は、海の象徴であるというよりは、水域の神々の眷属とし

て表現されていた。それは、イルカの形態にも現れている。

表現の仕方に、後の時代との技術の差が見られるが、実際に

生息しているイルカの生態的特徴を表した、写実的なイルカ

である。クラシック時代に入り、イルカに様々な役割が与え

られた。その 1つが騎乗用動物としての役割である。これは、

この時代のイルカに関する伝承の影響が大きい。もう 1 つが

海の象徴である。ヘレニズム時代は、美術の構図が変化した

時代であり、表現の世俗化､人間化が行われた時代であった。

神話の場面が姿を消したことにより、水域の神々であること

を示すために、イルカはよりいっそう海の象徴という役割を

強めていった。そのために、自らの体の形態を変化させ、海

を象徴する空想化した生物へと変化していく過渡期でもある。

ローマ時代とは、ヘレニズムの伝統を受け継ぎ、神話の場面

がほとんど表現されなくなった背景により、イルカを完全に

海を象徴する空想化した動物へと変化させた時代であった。 
このようにイルカは大別して、クラシック以前の写実的な

ルカと、ヘレニズム以降の空想的なイルカに分けられる。

その変化の理由として、美術表現の変化、つまり構図の変化

が第 1 の要因として挙げられる。そして第 2 に、イルカの伝

承、神話の影響が挙げられる。そしてイルカは、海の神の眷

属という役割を離れ、海の象徴となった。 
本稿では、単なる神の眷属、海の象徴とし

たイルカが、どのようにその役割を担ったかについて、論

じることができた。そして、西欧諸国がイルカに対して特別

な思い入れがある背景は、ローマ時代に完成した空想化した

イルカが、その根底にあるからであろう。 
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）は、ヨルダン

南部のジャフル盆地に位置する初期遊牧民遺跡である。この

遺跡には、後期新石器時代にあたる第 4 層の遺構と、前期青

銅器時代にあたり、板状スクレイパーの製作が確認されてい

る第 3 層の円形遺構が存在する。また、第 3 層からは、石灰

岩製の台石も報告されているが、これまでの研究では台石自

体の研究は行われていない。従って、本稿では、台石製作方

法をはじめとして、QATW の各遺構の板状スクレイパーとの

関係や台石の使用方法を明らかにすることを試みた。 
 台石の作業面の大きさや形状、台石の高さについての

の結果、台石の作用面および高さにおける規格性の存在が明

らかとなった。その結果、QATW における台石製作方法を明

らかにすることができた。遺跡全体の台石の高さの規格性は、

原石を調達する際の意図的な露頭の選択を表しており、台石

の形状は、作業面を円形に近づけようとする成形の意図を表

している。 
 また、各遺

察した。その結果、台石がこれまでいわれてきたような板状

スクレイパーの素材分割の際の作業台ではなく、板状スクレ

イパーの二次調整の際の作業台であることが示唆された。 
更に、分析の結果、台石製作技術の盛衰と板状スクレイパ

の盛衰はおおむね一致していることが判明した。また、都

市の盛衰は、板状スクレイパーの盛衰に大きく影響していた。

従って、都市の盛衰は、板状スクレイパーを通じて台石製作

技術にも影響を与えていたといえる。つまり、台石製作技術
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の盛衰は、都市の影響を大きく反映していたといえよう。 
 これまで QATW や QATE 下以外の石器製作址から台石は

見つかっていない。これについては 2 つの可能性が考えられ

る。第 1 に、石器製作に台石を用いるという技法がQATW 周

辺にのみ存在する特殊な技法であったということ、第 2 に、

台石が自然石と見分けがつきにくく、また、台石が石灰岩製

石器であるためにこれまで報告されてこなかったということ

である。おそらくは後者であろう。実際、写真のみの報告の

ため判断しかねるが、イスラエルのRamat Saharonim North と

いう遺跡では、板状スクレイパーの周辺から石臼とされる石

灰岩製の石器が見つかっている。これらについても台石であ

る可能性が考えられよう。 
 本稿では、これまでほとん

2 に、

台石が自然石と見分けがつきにくく、また、台石が石灰岩製

石器であるためにこれまで報告されてこなかったということ

である。おそらくは後者であろう。実際、写真のみの報告の

ため判断しかねるが、イスラエルのRamat Saharonim North と

いう遺跡では、板状スクレイパーの周辺から石臼とされる石

灰岩製の石器が見つかっている。これらについても台石であ

る可能性が考えられよう。 
 本稿では、これまでほとんど取り上げることのなかった台
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らくは狛犬の奉納は見られないが，経済成長をともなって社

殿の新築，土地改良などの遷座による神社整備で狛犬が奉納
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狛犬はその形に対して差は見られなかったが，浪花系狛犬は

時代とともに変化がみられる。浪花系狛犬の影響をうけなが

ら福井の石工の独自性が入っていたように考えられる。副飾

も浪花系狛犬や丹後系狛犬にみられた副飾が消え，阿像が右

の玉を持ち，吽像が左の子がいるようになっていく。 
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用法)であ用法)であ

る。しかし、弥生時代中期中頃から始まる鏡の副葬に関して

は今日と違った使用法と思われる要素を含んでいる。鏡の研

究は現在まで優れた研究が数多く行われてきたが、本論では

その中でも鏡を割って副葬する「破砕鏡副葬」についてその

出土状態と副葬配置の分析を行うことによりその意義を考え

て行きたい。 
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れているもの)、4 類(分かれているもの)、5 類(その他)の 5
つに分類した。副葬配置に関しては先学の研究を参考にし、

さらに、破砕された鏡片が分けておかれていた場合はそれぞ

れ一枚の完形鏡と同じ(あるいはそれに準じる働きをなす)も
のであるという独自の考えに基づき、「頭部型」、「身体包

囲型」、「頭足分離型」、「体側部型」、「その他」の 5 つ

に分類した。その結果、4 類が 31 例中 8 例存在すること、「頭

足分離型」・「身体包囲型」の副葬配置をとるものが計 6 例

存在するということがわかった。次に、これらの中でも被葬

者をはさんで鏡を副葬する例(「頭足分離型」と「身体包囲型」

の副葬配置をとる 6 例と、美濃観音寺山古墳、入佐山 3 号墳

の計 8 例)に注目してその意義を求めて行った。 
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に不可欠な品目であり、「永久に地中に埋めてしまうこと

のできる鏡が身体を取り囲むだけの数量に足らなかった場合、

やや省略された形として頭足分離型配置が表れる」と述べて

いる(福永伸哉 1995)。さらに、これらの副葬配置はさかのぼ

っても権現山 51 号墳(布留 0～1 式併行期)であると述べてい

る。本論では先の独自の考え方を用いることにより、庄内式

併行期に位置する墳墓の中に「頭足分離型」(汐井掛遺跡 4 号

石棺墓：図 1、写真 1)と｢身体包囲型｣(矢藤治山墳丘墓：図 2)
の副葬配置をとる事例が存在するということを明らかにした。

そして、これらを含めた被葬者をはさんで鏡を副葬する事例(先
ほど挙げた8例)の意義を完形鏡によるそのような副葬配置と

関係付けることにより「僻邪と破邪」にあったという結論を

出した。このような鏡の役割は結論までの経路に違いがある

ものの小山田宏一氏の考察(「『再生と復活』の観念と『遺体
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庄内式併行期には既に道教的思想が断片的にしろ日本国内に

流入していた可能性も考えうるのではないだろうか。従来は
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の副葬配置をとる事例が存在するということを明らかにした。

そして、これらを含めた被葬者をはさんで鏡を副葬する事例(先
ほど挙げた8例)の意義を完形鏡によるそのような副葬配置と

関係付けることにより「僻邪と破邪」にあったという結論を

出した。このような鏡の役割は結論までの経路に違いがある

ものの小山田宏一氏の考察(「『再生と復活』の観念と『遺体

保護』の観念」そして「僻邪および破邪の観念」)と類似する

点である(小山田 1992)。また、上記のような鏡に「僻邪と破

邪」の力を認める思想は古代中国に根付いていた道教思想の

影響である、という先学の研究を用いるならば(福永光司1973)、
庄内式併行期には既に道教的思想が断片的にしろ日本国内に

流入していた可能性も考えうるのではないだろうか。従来は

早くても古墳時代前期(庄内式併行期は除く)、遅ければ 7 世

紀にならないと道教的思想は日本に流入してこなかったと考

 －5－


